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（
阿
蘇
御
神
火
会
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あ
い
た
し
も
う
た
　
禁
酒
忘
れ
た
喉
仏

ひ
ね
ぐ
り
回
し
　
係
に
は
夢
の
あ
る
積
木

知
ら
ん
振
り
　
孤
児
に
名
乗
れ
ん
訳
の
あ
る

あ
い
た
し
も
う
た
　
風
邪
捕
え
た
貰
い
風
呂

溜
息
　
ま
た
申
告
の
本
が
来
た

あ
ば
―
か
ん
　
名
取
位

ァ
で
お
威
張
る
な

あ
い
た
し
も
う
た
　
賽
銭
箱

ェ
■
逸
ァ

あ
ば
―
か
ん
　
腰
か
ら
上
の
美
人
な
ら

あ
い
た
し
も
う
た
　
赤
札
の
ま
ま
贈

っ
と
る

ひ
ね
ぐ
り
回
し
　
が
め
つ
う
乗
ら
す
ボ
ン
ロ
ツ
■

龍
の
髭
深
々
と
玉
輝
か
し

■
の
水
濁
し
て
何
か
動
く
も
の

時
折
に
降
る
雪
あ
り
て
梅
探
る

降
り
ぐ
せ
を
菜
種
梅
雨
か
と
思
ひ
み
る

春
の
空
ま
る
し
と
眺
め
ま
わ
し
見
る

枯
葎
か
げ
を
奏
で
る
春
の
水

静
け
さ
が
引
き
立
て
く
る
る
芽
木
の
雨

待
ち
わ
び
し
初
音
小
雨
の
中
に
居
て

京
の
寺
玉
砂
利
踏
ん
で
春
の
雨

吾
が
里
の
行
き
つ
戻
り
つ
春
の
雪

人 口

-2月 28日 現在―

9,083人 晏 ::三111:l炎

世帯数………………… 2,595

転入 29  出生 10

転出 23  死亡 6
発行 阿 蘇 郡
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咲
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実

香

り

り
団犯痺

南
グ

草
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

０
社
会
福
祉
協
議
会

∧
香
典
返
し
∨

▽
高
森

・
下
町
の
杉
永
健
次
さ
ん
か
ら

（妻
、
百
合
子
さ
ん
・
６０
歳
死
去
）

▽
高
森

・
天
神
の
後
藤
サ
カ
エ
さ
ん
か

ら

（
父
、
喜
芳
さ
ん
。
８４
歳
死
去
）

▽
高
森

・
旭
通
の
東
秀
也
さ
ん
か
ら

（母
、
紙
谷
喜
く
さ
ん
。
７９
歳
死
去
）

▽
河
原

・
味
鳥
の
熊
川
満
さ
ん
か
ら

（母
、
ケ
サ
ヨ
さ
ん
・
９２
歳
死
去
）

▽
高
森

。
下
町
の
山
村
将
護
さ
ん
か
ら

（祖
母
、
ツ
ム
ヱ
さ
ん
。８０
歳
死
去
）

▽
高
森

・
津
留
の
津
留
武
利
さ
ん
か
ら

（
父
、
武
さ
ん
。
７２
歳
死
去
）

▽
高
森

・
上
在
の
桐
原
郁
雄
さ
ん
か
ら

（父
、
清
保
さ
ん

・
７６
歳
死
去
）

∧

一
般
寄
付
∨

▽
青
山

・
青
山
の
速
山
ス
エ
ト
さ
ん
か

ら
、
米
寿
祝
の
返
礼
に
か
え
て

▽
高
森

・
津
留
の
汁
留
武
利
さ
ん
か
ら

「延
命
寿
会
」

へ

▽
河
原

・
味
鳥
の
熊
川
満
さ
ん
か
ら

「
河
原
福
寿
会
」

へ

▽
高
森

。
上
在
の
桐
原
郁
雄
さ
ん
か
』

「城
山
会
」

へ

③
そ
の
他
の
寄
付

▽
高
森

・
天
神
の
後
藤
サ
カ
エ
さ
ん
か

ら

「青
少
年
育
成
町
民
会
議
」

へ
金

一
封

▽
高
森

。
上
在
の
桐
原
郁
雄
さ
ん
か
ら

「青
少
年
育
成
町
民
会
議
」
へ
金

一

歩
▽
草
部

。
社
倉
の
大
村
正
巌
さ
ん
か
ら

に
部
南
部
小
学
校

へ
一
輪
車
五
台

▽
永
野
原

・
大
檎
木
の
堤
ツ
タ
エ
さ
ん

か
ら
草
部
中
学
校

へ
雑
巾
多
数
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版画カレンダーを製作 ●  0

お も な 内 容

□ 60年度一般会計当初予算……………

□ 定例町議会で可決した主な案件・…

□ 土地取引きは届出を¨̈……………・

□ 仕事にがんばって (就職者激励会)

□ 中央公民館だより……………………

□ みんなの広場…………………………

草南みどりの少年団44人が、野の花の版画カレングーを製作しま

した。 2月 の末から3、 4人が 1グ ループになり、毎日放課後を利

用して、下絵書き、11多刻、印刷などの作業をしました。出来 L_が っ

たカレンダーは縦55セ ンチ、横40セ ンチの13ペ ージ、月ごとにヒメ
ユリ ハ́ルリンドウ、ユウスゲ、ォォマツコイグサなど阿蘇を代表

する野の花が生き生きと描かれています。
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私
は
若
い

こ
ろ
か
ら
短

歌
や
俳
句
が

好

き

で

し

た
。
で
も
周

囲
に
そ
ん
な

同
好
の
会
は
無
く
、
暇
な
時

一
人
で
短

歌
や
句
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
森
正
六
さ
ん
の
指
導
で
、

河
原
校
区
体
育
文
化
振
興
会
が
で
き
、

心
当
た
り
に
相
談
し
て
同
志
八
人
と
五

十
二
年

一
月
に

「河
原
す
ゝ
き

野

詩

会
」
を
発
足
。
詩
、
句
、
短
歌
な
ど
何

で
も
作
り
、
発
表
し
て
お
互
い
訂
正
し

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
く
こ
と
を
中
し
合

わ
せ
ま
し
た
。

以
来
幾
月
か
会
を
重
ね
、
十
月
か
ら

津
留
の
馬
原
岳
人
先
生
の
指
導
を
仰
ぎ

月

一
回
の
句
会
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
岳
人
先
生
は
五
十
五
年
の
夏

ご
ろ
か
ら
病
気
で
入
院
さ
れ
、
翌
五
十

六
年
つ
い
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
以
後

は
近
く
に
指
導
を
仰
ぐ
先
生
も
無
い
ま

対
前
年
度
比
五

・
六
万
卜
の
伸
び

振
興
計
画
基
本
に
事
業
執
行

六
十
年
第

一
回
定
例
町
議
会
は
、
二
月
十

一
日
か
ら
十
八
日
ま
で
会
期

八
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
六
十
年
度
当
初
予
算
案
、
五
十
九
年
度
最
終

補
正
予
算
案
、
条
例
の
改
正
を
含
む
二
十
三
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
二
十

二
億
六
千
四
百
五
十
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
る
と
五
・
六
で
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
①
事
務
、
事
業
の
計
画
的
執
行

を
基
調
に
し
た
振
興
計
画
事
業
の
推
進
　
②
事
務
、
事
業
の
見
直
し
、
合

理
化
に
よ
る
徹
底
し
た
節
減
　
③
予
算
運
営
秩
序
の
確
立
と
財
政
の
健
全

性
、
弾
力
性
の
確
保
を
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

歳
人
の
ト
ッ
プ
は
四
四

。
二
打
を
占

め
る
地
方
交
付
税
、
十
億
円
千
五
百
万

で
対
前
年
度
比
九

・
四
イ
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

町
税
は
総
額
二
億
三
千
三
百
三
十
二

万
円
で
対
前
年
度
比

‥
．
・
１
■
の
仲

ま
、
約
十
人
の
会
員
は
相
互
の
研
さ
ん

を
積
み
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て

い

ま

す
。
下
手
な
句
な
が
ら
隔
月
ご
と
に
広

報
た
か
も
り
に
投
句
し
な
が
ら
、
五
十

二
年
十
二
月
に

「
す

ヽ
き
野

五

十

句

集
」
を
作
り
、
最
近
ま
た
百
句
集
を
作

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

亡
き
岳
人
先
生
は
日
ご
ろ
か
ら

「
句

を
作
る
こ
と
は
金
が
か
か
ら
な
い
。　
一

び
。
内
訳
は
、
町
民
税

一
億
二
千
二
百

三
十
三
万
円
、
固
定
資
産
税

一
億
三
千

三
百
九
十
五
万
円
、
軽
自
動
車
税
七
百

十
七
万
円
、
た
ば
こ
消
費
税
四
千
三
百

万
円
、
電
気
税
千
六
百
二
十
万
円
、
木

材
引
取
税
六
十
七
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。国

庫
支
出
金
は
総
額
二
億
六
百
六
十

一
万
円
で
、
民
生
費
関
係
の
高
率
補
助

金
の
一
割
カ
ッ
ト
が
あ
っ
た
も
の
の
、

対
前
年
度
比
〇

・
七
摯
の̈
伸
び
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
児
童
福
祉
、

児
童
手
当
、
老
人
保
健
事
業
な
ど
に
対

す
る
国
の
負
担
金
六
千
五
百
七
十

一
万

円
、
町
道
改
良
、
公
営
住
宅
建
設
な
ど

の
土
木
関
係
補
助
二
千
八
百
七
十

一
万

円
、
防
災
無
線
設
備
の
消
防
関
係
補
助

三
千
万
円
、
草
部
北
部
小
学
校
の
体
育

館
と
給
食
室
の
改
築
、
山
村
広
場
ナ
イ

タ
ー
設
備
な
ど
の
教
育
関
係
補
助
六
千

八
百
三
十
二
万
円
な
ど
で
す
。

県
支
出
金
は
総
額

一
億
五
千
三
百
二

十
八
万
円
で
、
対
前
年
度
比
四

。
六
籍

の
伸
び
。
地
籍
調
査
事
業
、
内
山
老
朽

た
め
池
改
修
、
野
菜
集
団
団
地
育
成
事

業
、
林
道
工
事
な
ど
の
補
助
金
や
児
童

福
祉
な
ど
に
対
す
る
負
担
金
が
主
な
も

の
で
す
。

町
債

（町
の
借
金
）
は
二
億
七
千
百

六
十
万
円
で
、
対
前
年
度
比
三

。
一
打

の
伸
び
。
林
道
整
備
、
町
道
整
備
、
公

営
住
宅
建
設
、
草
部
北
部
小
学
校
の
体

育
館
と
給
食
室
の
改
築
、
山
村
広
場
ナ

イ
タ
ー
設
備
、
防
災
無
線
設
備
な
ど
の

事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
町
の
借
金
は
六
十
年
度

末
に
は
二
十
五
億
七
千
八
十
九
万
円
に

な
る
見
込
み
で
、
返
済
に
充
て
ら
れ
る

予
算
は
二
億
三
千
四
百
二
十
八
万
円
、

総
予
算
に
占
め
る
割
り
合
い
は
十
四

・

．
ギ
で
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
財
政
運
営

と
な
り
ま
す
。
。
こ
の
た
め
町
で
は
、

返
済
金
の
七
●
ギ
を
国
が
み
る
過
疎
債

を
重
点
に
借
り
人
れ
、
１１‥
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

歳
出
で
は
総
務
費
が
最
も
多
く
、
四

億
二
千
九
百
四
十
八
万
円
で
、
構
成
比

一
人

・
六
拌
。
以
ド
、
教
育
費
の
山

は

八
百
六
十
六
万
円

（構
成
比
　
Ｌ

・
三

拌
）
、
公
債
費
の
二
億
三
千
四
百
一
十

八
万
円

（構
成
比

．
四

ｌ

警
）
、
農

林
水
産
業
費
の
１
億
千
‥
百
五
―

．
万

円

（構
成
比

一
―

・
三
軒
）
、
Ｌ
木
費

の
三
は
四
千
百
八
Ｆ
万
円

（構
成
比

．

●

・
三
絆
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
前
年
度
比
仲
び
率
の
最
も
大
き
い

の
は
消
防
費
の
　
四
四

・
ニ
キ
、
こ
れ

は
町
内
企
域
を
カ
バ
ー
す
る
防
災
無
級

設
備
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で

す
。■

に
伸
び
率
が

マ
イ
ナ
ス
を
示
し
た

の
は
、
商
Ｉ
費
の
マ
イ
ナ
ス
四
■

・
七

絆
、
次
に
災
害
復
―――
費
の
マ
イ
ナ
ス
ー

一
。
一
ギ
、
農
林
水
産
業
資
の
マ
イ
ナ

ス
ー
．
・
四
軒
な
ど
で
す
。

六
卜
年
度
の
■
な
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
０

俳
句

を
作

り
ま

せ
ん
か

河
原

。
味
鳥

　

ル後

　

一朦
　
　
　
　
山風

降
る
雨
に
姿
消
え
た
り
雪
辻
略

う
ぐ
い
す
の
‐―――
（ひ
と
Ｈ
に
て
戻
り
寒

振
り
か
え
り
振
り
か
え
り
つ
つ
枝
ド
し

も
の
の
■
の
立
ち
仲
ぶ
を
見
る
牛
儀
の
＝

雨
つ
づ
き
晴
剛
見
る
な
り
布
団
Ｆ
し

春
泥
や
踏
み
て
戸
惑
ふ
仔
牛
か
な

雨
の
夜
に
恋
す
る
猫
の
声
せ
わ
し

停
車
場
の
枝
重
柳
に
人
ひ
と
り

雨
吼
れ
に
弾
み
あ
り
て
春
の
雨

奥
阿
蘇
も
本
来
り
な
ん
今
日
の
雨

歳 入 予 算
契
約
書
の
末
尾
に
は
、
だ

い

た

い

「本
契
約
の
成
立
を
証
す
る
た
め
、
本

書
二
通
を
作
成
し
…
…
」
と
い
う
文
章

が
は
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
契
約
書
は
、
契
約

書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
の
契
約
が
成
立

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
契
約
書

に
は
、
不
動
産
の
売
買
契
約
書
の
よ
う

に
署
名
と
実
印
に
よ
る
捺
印
が
さ
れ
る

の
が
普
通
で
す
。

（
た
だ
し
、
契
約
書

に
押
す
印
鑑
は
実
印
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
）

し
か
し
、
だ
れ
が
契
約
し
た
か
を
明

ら
か
に
す
る
と
い
う
契
約
書
の
本
来
の

目
的
か
ら
い
え
ば
署
名
だ
け
で
い
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
当
然
考
え

ら
れ
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
印
鑑
は
偽

造
が
で
き
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
そ
の

点
、
署
名
は
本
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
こ
と
で
す
し
、
本
人
を
特
定
す
る
に

も
間
違
い
の
な
い
方
法
だ
と
い
え
る
か

ら
で
す
。

と
こ
ろ
が

″
ハ
ン
コ
王
国
″
の
わ
が

国
の
実
情
は
印
鑑
を
押
す
こ
と
を
ま
ず

重
ん
じ
て
い
ま
す
の
で
、
契
約
書
に
は

契
約
当
事
者
が
必
ず
７
名
捺
印
を
す
べ

き
だ
と
い
え
ま
し
よ
う
の
こ
の
署
名
捺

印
に
は

「契
約
当
事
者
の
意
思
に
基
づ

く
、
間
違
い
の
な
い
契
約
の
成
立
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
．
特
に
捺
印
に

は

一
意
志
の
証
明
」

一
意
志
の
確
認
」

と
い
う
重
要
な
役
割
を
持
た
せ
て
い
る

と
さ
え
い
っ
て
い
い
の
で
す
か
ら
、
あ

Ｌ
に
な

っ
て

「
そ
の
よ
う
な
契
約
は
結

ん
だ
覚
え
が
な
い
」
Ｌ
■
張
し
て
も
、

７
名
捺
印
し
て
い
れ
ば
そ
の
主
張
が
入

れ
ら
れ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
薄
い
の

で
す
ｃ

睫||||1及 び
「

放||.'|ア 力ヽ|1115%
繰 ノ、

`｀
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契
約
書
の
捺
印
は
最
後
に

人
で
で
き
る
。
い
つ
ど
こ
で
で
も
で
き

る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、　
一

昨
年
の
町
文
化
協
会
総
会
後
に
講
演
さ

れ
た
安
永
蕗
子
さ
ん
も

「何
で
も
書
き

残
す
こ
と
、
作
っ
て
喜
ぶ
こ
と
」
を
し

き
り
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
の
句
会
の
無
い
地
区
の
皆
さ
ん

に
句
会
を
作
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

出
人
の
お
詑
び
と
消

火

。
お
見
舞
の
お
礼

二
月
十
二
日
未
明
の
出
火
に
際
し
ま

し
て
、
皆
様
に
た
い
へ
ん
ご
逃
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
ｃ
ま
た
消
防
団
の
方
々

に
は
献
身
的
な
消
火
活
動
に
努
め
て
い

た
だ
き
家
内

一
同
深
く
感
謝
中
し
上
げ

ま
す
ｃ

そ
の
う
え
、
各
方
面
か
ら
た
く
さ
ん

の
お
見
舞
い
ま
で
し
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｃ

実
は
早
速
、
戸
別
に
お
伺
い
し
て
お

礼
を
中
し
述
べ
る
の
が
本
筋
で
す
が
、

と
り
あ
え
ず
町
広
報
紙
を
お
借
り
し
て

お
礼
と
ご
あ
い
さ
つ
を
中
し

上

げ

ま

す
。

卓
部

・
菅
ノ
迪
　
田
上
ミ
ヨ
ト

白
石
　
政
宙

阿
部
タ
ツ
エ

森

　

正
六

後
藤
や
よ
い

後
藤
　
　
同

本
田
　
訓
子

森
　
　
政
隆

後
藤
　
法
龍

後
藤
　
チ
エ

後
藤

春
嵐

|∫
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労
働
保
険
料
の
申

告
納
付
は
お
早
く

六
十
年
度
の
労
働
保
険
料
の
中
告

・

納
付
の
受
付
が
四
月

一
日
か
ら
五
月
十

五
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
手

続
き
を
さ
れ
て

い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
は
事
業
の
種

類

の
統

合
、
労
災
保
険
率
適
用
基
準
の
改
正
及

び
雇
用
保
険
料
の
免
除
対
象
年
齢
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
保
険
料
の

計
算
の
際
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
阿
蘇
労
働
基
準
監

督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

五
月

一
日
現
在
で

商
業
統

計

調
査

通
商
産
業
省
で
は
、
五
月

一
日
現
在

で
商
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は

″商
業
の
国
勢
調
査
″

と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
我
が
国
の
商

店
の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
お

よ
び
商
品
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
卸
売
業
、
小

売
業
を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
商
店
を

対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

０
０
●

日

日

日

５

‐ ５

２５

町
役
場
の
支
払
日
は
、
事
務
整

理
の
都
合
上
、
勝
手
な
が
ら
五
の

つ
く
日
に
定
め
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
当
日
が
土

ｏ
日

・
祭
日
に
あ

た
る
場
合
は
翌
平
日

に
な

り
ま

す
。
支
払
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
。

調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
、

市
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、
流
通

機
構
の
近
代
化
な
ど
の
施
策
を
進
め
る

う
え
で
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
多
く

の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
は
、
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た

統
計
調
査
員
が
商
店
を
直
接
訪
問
し
、

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
回
収

す
る
と
い
う
方
法
で
行
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
る
調
査
票
は
、
統
計
法
に

よ
り
厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で

正
確
な
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

中
学
生
を
対
象
に

水
の
作
文
を
募
集

国
土
庁
と
熊
木
県
で
は
、
八
月

一
日

の

「水
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
中
学
生

を
対
象
に
水
の
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

○
テ
ー
マ
　
水
に
つ
い
て
考
え
る

（題

名
は
自
由
）

○
応
募
資
格
　
県
内
の
中
学
生

○
原
稿
枚
数
　
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

四
枚
以
内

○
応
募
要
領
　
作
品
の
末
尾
に
学
校
所

在
地
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名

（
ふ
り

が
な
）
、
性
別
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

○
送
り
先
　
一Ｔ
八
六
一
一　
熊
本
市
水
前

寺
六
丁
目
十
八
―

．

熊
木
県
企
画
開

発
部
地
域
振
興
課

○
締
め
切
り
　
五
月
十
五
日

（当
日
消

印
有
効
）

○
ほ
う
賞
　
▽
最
優
秀
賞

一
点

（
賞

状
、
カ
メ
ラ
）
　

▽
優
秀
賞
四
点

（賞

状
、
腕
時
計
）
　

▽
入
選
三
十
点

（賞

状
、
ラ
ジ
オ
）

▽
県
優
秀

賞

数

点

（賞
状
、
図
書
券
）

○
発
表
　
七
月
中
旬

年
金
住
宅
融
資
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金
住
宅
融
資
制
度
は
、
厚
生
年
金

保
険
や
船
員
保
険
に
加
入
し
て
お
ら
れ

る
皆
さ
ん
が
積
み
立
て
ら
れ
た
年
金
資

金
の
一
部
を
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
建
設
、

購
入
、
増
改
築
の
資
金
と
し
て
、
還
元

融
資
さ
れ
る
も
の
で
、
長
期

（
二
十
五

年
）
、
低
利

（年
六
絆
）
、

無

抽

選

で
、
最
も
有
利
な
融
資
制
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
利
用
資
格
　
現
在
の
会
社
に
二
年
以

上
勤
務
し
、
厚
生
年
金
保
険
、
ま
た
は

船
員
保
険
、
国
民
年
金
に
通
算
三
年
以

上
加
入
し
て
い
る
人

○
利
用
条
件
一　
融
資
対
象
住
宅
に
は
、

借
入
者
本
人
が
居
住
す
る
こ
と

○
融
資
限
度
額
　
被
保
険
者
と
し
て
の

加
入
通
算
年
数
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

▽
三
年
以
上
五
年
末
満
の
人
は
二
百
七

十
万
円
ま
で
　
▽
十
五
年
以
上
の
人
は

六
百
万
円
ま
で

（
た
だ
し
、
住
宅
取
得

資
金
の
八
〇
軒
ま
で
）

ま
た
、
別
に
加
入
通
算
年
数
が
二
十

年
以
上
の
人
は
、
特
別
貸
付

（
年

利

七

・
ニ
ギ
）
と
し
て
四
百
万
円
の
融
資

も
受
け
ら
れ
ま
す

○
返
済
期
間
　
木
造
建
築
は
最
長
二
十

五
年

○
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
八
六
０
　
熊
本

市
花
畑
町

下
―
四
　
熊
本
県
年
金
住
宅

福
祉
協
会

（
雷
〇
九
六
―
三
二
六
―

一

一
二
〇
）

ご

存

じ

で

年

金

前

納

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
ま
た

は
三
カ
月
ご
と
に
、
各
自
で
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
に
は
忙
し
く
て
期
限
内

に
納
め
ら
れ
な
い
人
や
、
ま
と
ま
っ
て

収
人
の
あ
る
と
き
に
納
め
た
い
と
い
う

方
も
お
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
月
々
納
め
る
手
数
を
省
く

た
め
、
ま
た
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
保
険
料
の

「前
納
制
度
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ

る
と
、
保
険
料
が
五
幹
程
度
割
引
き
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

役
場
国
民
年
金
係

へ
お
――――
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

の
べ
Ｅ
ジ

1,022万 7千 円

2,629万 5千 円

……….442万円

……… 174万円

……… 138万円
。̈…… 150万円

歳 出 予 算

1女

()手
4位 :千円 △は減)

仲構成比予算 額

と人ホーム「湯の l■荘」負担金…… ……… 203万 5千円

と人クラブ助成4)… …    ・…  ・ 150万 5千 111

枚 に年金    …      …   499万 5 TI」

:IIた き 1)`人 のための家庭本fけ t

(ホ __ム ン、ル^_)委 li[1(Ⅲ …  … … 310万 4千円

衛 生 費 ■■1::III::i::::|:|::|:::I::::::::||::|::::::||:|::::|::韓 |::IIII::||'■ 1:■ ::::

衛生施設組合負担金 (し尿処理)

高森町外三カ村清掃組合負担金…

レントゲン検診委託料……………

胃ガン検診委託料…………………

婦人検診委託料………………………

野尻、草部地区の清掃業務委託¨

農林水産業費 ,11:群群‖■■111:1‖構帯:::■|■1群鷲::辮 :

●  ●

●

13.31/へ 13

56,5841

439,4751

226,746

105,923

313,532

24,612

241,8041

203,663

408,660

1,190

334,2771

8,034

会

務

生

議

総

民

5 111t林 水産 業費

6 1粕   11 ′

`/木

防

費

費

公

Ｆ

4律, 生  費

9教  育  費

10災 害 復 IH費

¨372万 9千円

……… 240万 円

……3,840万 円

… 345万 7千円

……… 300万 円
.… … l,014万 円

4,042万 2千 円

……… 400万 円

………… 200,テ |~I]

…… 623万 千円

5,705万 5千 円

たばこ作付推進事業補助金……………

野菜集団団地育成事業補助金…………

公社営畜産基地建設事業負担金………

家畜ダニ駆除事業補助金………………

農地流動化奨励補助金…………………

老朽ため池改修工事 (内山ため池)…

農道管理助成 (河原地区ほか 9地区)

池ノ迫農免道路整備の負担金… ……

林道鍋の平線河床路改修工事…………

間伐促進総合対策事業補助金…………

林道建設工事 (化粧田線、札峠線)・

商
~l:会

助成金…… ・ ・ ・ ……

九州自然歩道ほか
~卜

刈 `)一
………

観光地基盤整備事業 …… …

(休暇村～||1村 広場間の橋 ||11)

風鎮祭助成 … … ・・ ・… ・・

高森高校通学生に対する助成金

草部北部小学校改築工事………

(体育館、給食室)

体育協会助成金……………………

山村広場ナイター設備工事……

町営プールろ過機取替工事……

3/28日 市況

ス  ギ

長 さ  f子 級
41■1     7^‐ 13cm

14～ 22

24～ 28

30以 li

3 in   7´ 1ヽ2
13～ 18

20^-28
21n   7～ 14

16～ 28

6 nl   13～ 18

ヒ ノ キ
4m  ll～ i3

14～ 22

24´ 2ヽ8

3m  10～ 12

13～ 18

20´ 2ヽ8

2 nl   16～ 28

6 rn 13～ 18

20^ψ 28

高森町森林組合

安 lri

ll,000

値

００
００
０〇

一
〇〇
〇〇
〇〇
〇〇
〇〇
〇〇

高

１９

２２

２４

　

１４

２２

２３

日

１４

２４

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ 〇

一

18,000

46,000

商 工 費 :=織:■■■1:■ :::|::薄:::諄
=:辮

癬:::

150万円

土  木  費 :彗1111華 ::=111妻 ::群111華:華:::::華‖華:

町道改良 L事 (赤羽根――中島111)… …

町道01i装工事 (収 11-水湛組ほか10路線)・

町道補修のための砕石…… ・ …   …

出
`1.″

道改良の FIli助金  …… ・

県道改良負オ|1金 … …    ・ … …

公営住宅中川原団地舗装、
~ノ

.ン ス |コ i:…

公営住宅村中卜|1地擁壁
~11'if…

……… …

公営住宅改1蓼 II卜 (横 HIJ、 11在 、下町川地 )

公営住宅建i没 |:事 (用 地造成)… …… ・

鉄筋コンクリー ト4階建て、161i

教 育 費 舞器幕難華幕構幕警導葺華輩癬葺
=

歳 出 合 計 2,364,500   100.

60年 度 の 主 な 事 業

総 務 費 ■■‖:1::II善‖ ::::‖ 1■11111■ 111■ 11■1

|‖ ∫イlィ本,生 |,て (121:|,也   9241〕 (「り  ・     669メ ノ4 千・|[1

1ム 報たかもり印刷           ・ 123万 6千IIl

交通安全 |りし設整備… …………… ・ ……… .・ 400万 円

(力 __~ノヽ ラー、ガーー
|・ レール、 1ス:画 級)

国勢調査の調査費           ・260万 6千円

色見地区の地籍 1調 在 (4.19たが)  .1.189万 7千 円

代替バ′、運行補助金… … … … …  ・…・151ノノ6千 円

(洗 川■、休|||:計 1ヽ■
1、 多々野‖、ヤ|・

'′
」線)

消 防 費 :::11::::|:‖ :::::|■苺:撃1帯撃■||:::1::::::1華 :

|;||1蘇 広成消防細合負押企… … …… … 5、 334万 6千 円

|||1内 全域をカバーーする

防災無線設 fllli 1 1ヤ … ・      1億 2,000万円

防火水槽建設の補助金    ・ …・・ ・ 203万 6千 lll

i肖 防保償等糸|1合 負担金…          567万 千円

民 生 費 '1彗 ::=:=‖:=青華:難
=:::‖

1彗11■1■

il度心身障害 /1(児 )の扶助■|    … … 850万 円

敬た会の記念|||卜 …    …… …… ・ ・ 130万 円

特別養1護 ど人ホーム |ムや山荘」

`′

tオ lt金  186万 2千円

…… 400万 円

139万 9千円
¨ 1,000万 円

l,500万 円

6.830万 円

1,000万 円

…240万 円

1,500万 円
¨420万 円

…350万 円

…246万 円

4,495万 円

………386万 6千 円

1億 1,037万 5千円

-140万 円

4,260万 円
・785万 円

● 25,000
31,000
26,500
15,000
28,000
25,000
10,000
35,000
40,000

制 す

度 か

今
月
の
支
払
日

木材共販市況
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回

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
相
馬

一
男
さ
ん
を
選
任

本
町
国
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
佐
伯
哲
男
さ
ん
の
任
期
が
六
十
年

五
月
十

一
日
で
満
了
す
る
た
め
、
後
任

に
相
馬

一
男
さ
ん
を
選
任
し
ま
し
た
。

相
馬

一
男
さ
ん
は
、
大
字
高
森
七
二

一
番
地
、
大
正
三
年

一
月
二
十
四
日
生

ま
れ
。

車
部
北
部
小
学
校
五
年

こ

の

本

は
、
ぼ
く
に

一直
圭
日
の
ふジ
．は

い
し
さ
を
教

え
て
く
れ
ま

し
た
。
ぼ
く

は
本
を
読
み
た
い
、
読
ま
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い

ま

し

た

が
、
い
つ
も
長
続
き
し
な
い
し
、
本
を

読
む
楽
し
さ
が
わ
か
り
ま
せ

ん

で

し

た
。
け
れ
ど
先
生
の
す
す
め
で

「あ
あ

無
情
」
を
読
ん
で
、
世
界
に
は
こ
ん
な

人
、
つ
ま
リ
ジ
ャ
ン
バ
ル
ジ
ャ
ン
の
よ

う
な
人
が
い
た
の
か
と
、
ぼ
く
の
心
に

深
く
き
ざ
入
こ
ま
れ
た
の
で
す
。

初
め

一‐あ
あ
無
情
」

っ
て
何
だ
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
で
読
み
ま
し
た
。
読
み

終

っ
た
今
、
つ
ら
い
こ
と
の
連
続
と
い

う
意
味
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ジ

ャ
ン
バ
ル
ジ
ャ
ン
は
七
人
の
子
の
た
め

に
バ
ン
を
ぬ
す
入
、
ツ
ー
ロ
ン
刑
む
所

回
　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
飯
星

元
二
さ
ん
を
推
薦

人
権
擁
護
委
員
の
村
鳥
泰
尚
さ
ん
の

任
期
が
六
十
年
二
月
十
四
日
に
満
了
し

た
た
め
、
後
任
の
候
補
者
に
飯
星
元
二

さ
ん
を
推
蔦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。飯

星
元
二
さ
ん
は
、
大
字
高
森

一
三

六
三
番
地
、
大
正
十
年
二
月
十

一
日
生

幅
員
四
ソ
ｃ

□
　
五
十
九
年
度
の
特
別
会
計
予
算
を

最
終
補
正

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
三
千
六

百
六
十
三
万
三
千
円
増
額
補
正
し
、
総

額
六
億
四
千
三
百
八
十
二
万
九
千
円
と

し
ま
し
た
。

こ
簡
易
水
道
特
別
会
計
を
千
三
百
八
十

四
万
円
減
額
補
正
し
、
総
額
八
千
二
百

九
十
七
万
八
千
円
と
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計
を
二
千
六
百
十

三
万
八
千
円
減
額
補
正
し
、
総
額
四
億

六
千
五
百
四
十
七
万
三
千
円
と
し
ま
し

た
。誘

致
工
業
用
地
取
得
及
び
用
地
造
成

事
業
特
別
会
計
を
一
億
四
千
四
百
二
万

千
円
減
額
補
正
し
、
総
額
百
五
十
四
万

千
円
と
し
ま
し
た
。

鯉
の
ば
り
が
電
線

に
ふ
れ
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
風
物
詩
、
こ
い

の
ば
り
も
電
線
の
近
く
で
泳
が
せ
る
と

思
わ
ぬ
感
電
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま

せ
ん
。
事
故
防

ＩＬ‐
の
た
め
、
次
の
よ
う

な
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

け
　
こ
い
の
ば
り
は
、
電
線
か
ら
十
分

に
離
れ
た
安
全
な
と
こ
ろ
に
立
て
て

く
だ
さ
い
。

蒻
　́
こ
い
の
ぼ
り
の
ホ
ー
ル
を
立
て
る

と
き
、
倒
す
と
き
は
、
電
線
に
ふ
れ

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

勒
　
万

一
、
こ
い
の
ば
り
が
電
線

・
電

柱
に
引

っ
か
か
っ
た
場
合
は
、
危
険

で
す
か
ら
自
分
で
取
ら
ず
に
九
州
電

力
高
森
憎
業
所

（
Ｏ
②
０
０
３
７
）

に
ご
迪
絲
く
だ
さ
い
．

定
例
町
議
会
が
開
か
れ
た
議
場

読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー

ル
優
秀
作
品

あ

あ

無

情
ま
れ
ｃ

□
　
五
十
九
年
度

一
般
会

計
を
九
千
四
百
二
十
八

万
円
減
額

五
十
九
年
度

一
般
会
計

の
特
別
地
方
交
付
税
、
地

方
債
が
確
定
さ
れ
た
の
に

と
も
な
い
、
九
千
四
百
二

十
八
万
円
を
減

額

補

正

し
、
総
額
を
二
十
五
億
千

百
四
十
二
万
九
千
円
と
し

ま
し
た
ｏ

回
　
町
道
に

一
路
線
を
認

定津
留

。
中
津
留
八
九
三

番
地
二
か
ら
宮
崎
県
界
ま

で
の
八
十
七

・
四
材
を
、

町
道
に
認
定
し
ま
し
た
ｃ

路
線
名

「
中
津
留
線
」
、

電
気
通
信
ｌｌｌ‐
業
を
改
革
す
る

「
電
気

通
信
事
業
法
」

「
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
法
」
な
ど
が
制
定
さ
れ
、
電
電
公

社
は
、
公
営
の
独
占
■
業
か
』
民
営
の

特
殊
会
社
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
四
月

一

日
か
ら

「
日
本
電
信
電
話
株

式

会

社

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
」
と
し
て
発
足
、
一″婉
争
の

時
代
に
臨
む
こ
と
に
な
―＞
ま
し
た
．

民
営
の
特
殊
会
社
に
な
り

ま

し

て

も
、
電
気
通
信
事
業
の
公
共
性
の
点
か

ら
、
今
ま
で
と
同
じ
く
、
広
く
公
平
な

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
重
要
通
信
の

確
保
な
ど
に
つ
い
て
の
規
定
が
設
け
る

れ
て
お
り
、
国
民
生
活
の
利
便
向
上
、

公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
に
久
く
こ
と
の
で
き
な
い

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

私
た
ち
は
、
更
に
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
、
地
域
の
電
話
局
と
し
て
、
信
頼

さ
れ
、
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
局
と
な

り
、
少
し
で
も
お
客
様
の
お
役

に
立

ち
、
ま
た
地
域
の
発
展
に
寄
与
で
き
る

よ
う
今
後
も
精

一
杯
の
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
意
見
、
ご
要
望

を
事
業
に
反
映
さ
せ
る
活
動
を
積
極
的

に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
地
域
の
電
話
局
と
し
て
可
愛
が
っ

て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
森
電
報
電
話
局

小

糸

祐

樹

に
十
九
年
も
と
じ
こ
め
ら
れ

て

い

ま

す
。
働
い
て
も
働
い
て
も
食
べ
て
い
か

れ
ず
、
た
っ
た
バ
ン
一
つ
の
た
め
に
十

九
年
も
刑
む
所
に
い
た
こ
と
、
そ
れ
は

ほ
ん
と
に
無
情
な
こ
と
だ
と

思

い

ま

す
。
ジ
ャ
ン
は
決
し
て
な
ま
け
も
の
で

は
な
い
の
で
す
。
ぼ
く
に
は
考
え
ら
れ

な
い
世
の
中
だ

っ
た
よ
う
に

思

い

ま

す
。
そ
の
時
の
ジ
ャ
ン
は
、
心
の
弱
い

人
間
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
し

ょ
う
。
刑
む
所
か
ら
出
て
や
は
り
盗
み

を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、
こ
こ
か
ら
が
こ
の
本
は
、
ぼ

く
の
心
を
く
ぎ
づ
け
に
す
る
の
で
す
ｃ

そ
れ
は
、
銀
の
し
ょ
く
台
を
盗
ま
れ
た

、ヽヽ
リ
エ
ル
神
父
が
、
ひ
げ
の
け
い
官
ジ

ャ
ベ
ー
ル
に

「
こ
の
人
は
ど
ろ
ぼ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
そ
の
人
に
あ
げ

た
の
で
す
」
と
、
Ｆ
う
の
で
す
。
何
と

い
う
心
の
広
さ
、
や
さ
し
さ

で

し

ょ

う
。
ぼ
く
は
心
を
う
た
れ
ま
し
た
ｏ
こ

0  ●

電
電
公
社
が
民
営
化

４
月

か
ら

ス
タ

ー

ト

●●

の
ジ
ャ
ベ
ー
ル
は

一
生
ジ
ャ
ン
に
つ
き

ま
と

っ
て
、
ぼ
く
に
は
い
や
な
立
場
の

人
間
に
思
え
ま
し
た
が
、
ジ
ャ
ン
は
神

父
の
こ
の
言
業
で
立
ち
な
お
り
ま
す
。

次
に
ぼ
く
が
心
を
打
た
れ
た
の
は
、

市
長
に
な

っ
て
か
ら
の
ジ
ャ
ン
で
す
。

マ
ド
レ
ー
ス
と
い
う
名
に
か
え
て
、
大

勢
の
村
人
に
も
し
た
わ
れ
ま
す
。
で
も

ジ
ャ
ベ
ー
ル
だ
け
は
マ
ド
レ
ー
ス
が
ジ

ャ
ン
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
の

に
、

（と
人
が
馬
中
の
下
じ
き
に
な

っ

た
時
、
力
の
強
さ
を
見
せ
た
ら
ジ
ャ
ン

と
見
や
ぶ
ら
れ
て
し
ま
う
の
に
）
馬
卓

を
持
ち
上
げ
て
と
人
を
た
す
け
る
の
で

す
。
ぼ
く
は
、
ま
ず
い
と
思

い

ま

し

た
。
そ
の
と
お
リ
ジ
ャ
ン
は
ジ
ャ
ベ
ー

ル
に
お
わ
れ
ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
心

の
美
し
い
人
も
い
る
の
だ
と
こ
の
本
に

教
え
ら
れ
ま
し
た
。
人
の
た
め
に
こ
れ

ほ
ど
つ
く
す
人
、
そ
ん
な
人
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
の
心
の
す
み
に
も

そ
ん
な
や
さ
し
さ
が
あ
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
し
た
。
こ
の
先
、　
コ
ゼ
ッ
ト
と
の

出
会
い
、　
コ
ゼ
ッ
ト
の
け

っ
こ
ん
、
そ

し
て
戦
争
と
話
は
と
て
も
お
も
し
ろ
く

な
り
ま
す
が
、
や
は
り
無
情

の
連

続

で
、
最
後
に
ジ
ャ
ン
は
コ
ゼ
ッ
ト
に
見

守
ら
れ
な
が
わ
死
に
ま
す
。

「
ミ
リ
エ

ル
神
父
の
も
と
に
行
く
」
と
ほ
ほ
え
み

を
う
か
べ
な
が
ら
。

ま
く
ら
も
と
の
銀
の

「
し
ょ
く
台
」

こ
れ
が
、
ジ
ャ
ン
バ
ル
ジ
ャ
ン
の
心
を

さ
さ
え
た
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
つ
ら

い
時
も
希
望
を
持

っ
て
生
き
ぬ
い
た
ジ

ャ
ン
。
ぼ
く
は
こ
の
本
を
読
ん
で
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
苦
し
み

を
の
り
こ
え
る
こ
と
、
人
に
や
さ
し
く

す
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
ぼ
く
に

教
え
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

南
阿
蘇
セ
ミ
ナ
ー

受
講

生

を
募
集

中
央
公
民
館
で
は
、
昨
年
好
評
だ
っ

た
南
阿
蘇
セ
ミ
ナ
ー
を
、
今
年
も
阿
蘇

南
部
六
カ
町
村
の
主
催
で
開

講

し

ま

す
。一南

阿
蘇
の
発
展
を
目
指
し
て
」
を
テ

ー
マ
に
次
の
と
お
り
企
画
し
ま
し
た
の

最
近
は
、
テ
レ
ビ
の
普

及

に

よ
っ

て
、
書
物
離
れ
が
目
立
つ
よ
う

に
な

り
、
落
ち
着
い
て
本
を
読
む
こ
と
が
少

な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

読
書
は
、
文
字
を
通
し
て
教
養
を
高

め
る
と
と
も
に
、
想
像
力
も
犠
か
に
し

ま
す
。
ま
た
、　
一
冊
の
本
が
人
生
を
大

き
く
左
右
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
で
は
、
五
十
六
年
度
か

ら
町
内
八
カ
所
を
巡
回
し
て

「移
動
図

書
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
毎
回

二
百
冊
程
度
が
借
し
出
さ
れ

て

い
ま

す
。六

十
年
度
の
移
動
図
書
に

つ

い

て

は
、
で
き
る
限
り
読
者
の
便
宜
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
配
本
場
所
の

新
設
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
四
月
末
日

で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
参
加
資
格
　
制
限
な
し

（学
生
を
除

く
）

◎
募
集
人
員
　
五
十
人
（中
し
込
み
順
）

◎
内
容
　
高
森
線
の
歴
史
、
南
阿
蘇
の

教
育

。
文
化

・
宗
教

・
産
業
、
視
察
な

ど◎
期
間
　
二
月
か
ら
十

一
月
ま
で
毎
月

一
回

◎
時
間
　
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

◎
会
場
　
主
に
高
森
町
中
央
公
民
館

◎
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
中
央
公
民

館

（
雷
二
―

一
七
九
二
）
に
お
中
し
込

み
く
だ
さ
い

◎
締
め
切
り
　
四
月
二
十
日

ま
で
に
中
央
公
民
館

へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
中
央
公
民
館
の
図

書
卒
も
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

巡
回
す
る
移
動
図
書

本
を
読
み
ま
し
よ
う
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／
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土
地
取
引
き
は
届
出
を

一
国

土

利

用

計

画

法

一

一
万

平

方

月

以

上

本

町
)↓
7(J、

国
土
利
用
計
画
法

の
ね
ら
い

国

ｉＬ
利
用
計
画
法
は
、
土
地
の
投
機

的
取
引
き
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、

乱
開
発
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
土

地
取
引
き
に
つ
い
て
届
け
出
制
を
設
け

て
い
ま
す
。　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
の

取
引
き
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ

の
法
律
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

一
届

け
出

が
必
要

な

一
土
地

取
引

届
け
出
が
必
要
な
一
定
面
積
以
上
の

取
引
き
は
、
市
街
化
区
域
は
二
千
平
方

Ｍ
以
上
、
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計

画
区
域
は
五
千
平
方
研
以
上
、
そ
れ
以

外
の
区
域
は
一
万
平
方
Ｍ
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。

取
引
き
の
種
類
は
、
売
買
、
共
有
持

分
の
譲
渡
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、

代
物
弁
済
、
交
換
、
地
上
権
の
設
定
や

譲
渡
な
ど
で
す
。

個
々
の
取
引
き
面
積
が
小

さ

く

て

も
、
合
計
す
る
と

一
定
面
積
以
上
に
な

る
場
合
や
、
建
物
や
立
木
の
取
引
き
を

す
る
と
き
に
も
、
届
け
出
が

必

要

で

す
。

届
け
出
か
ら
契
約

ま
で
の
順
序

契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
取

引
き
の
当
事
者

（売
買
の
場
合
で
あ
れ

ば
売
主
と
買
主
）
は
、
取
引
き
の
予
定

価
格
や
利
用
目
的
を
書
い
た
知
事
あ
て

の
届
け
出
書
を
、
契
約
を
結
ぶ
六
週
間

前
ま
で
に
、
町
役
場
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

届
け
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
き

価
格
と
利
用
目
的
に
つ
い
て
審
査
を
し

不
適
正
と
認
め
る
と
き
は
、
取
引
き
の

中
止
、
ま
た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
場

合

に

は
、
届
け
出
日
か
ら
六
週
間
以
内
に
勧

告
を
し
な
い
旨
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

こ
の
通
知
を
受
け
取
れ
ば
契
約
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
遊
休
土
地
制
度

届
け
出
を
し
て
取
得
し
た
一
定
面
積

以
上
の
土
地
が
三
年
た
っ
て
も
利
用
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
知
事
は
、
そ
の
土

地
の
有
効
か
つ
適
切
な
利
用
を
促
進
す

●

る
た
め
、
そ
の
土
地
を

「

遊
休
土
地
」
に
指
定
し
、

所
有
者
等
に
通
知
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
通

知
を
受
け
た
と
き
は
、
そ

の
人
は
そ
の
土
地
の
利
用

や
処
分
の
計
画
を
知
事
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
届
け
出
を
受
け
て
、
知
事

は
そ
の
土
地
の
積
極
的
利
用
の
た
め
に

必
要
な
助
言
や
勧
告
を
し
ま
す
。

一
届

け

出

を

し

な

い

一
と

き

は

○
　
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

届
け
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
き
を

し
た
り
、
偽
り
の
届
け
出
を
す
る
と
六

カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
十
万
円
以

Ｆ
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
ぁ
り

ま
す
ｃ

Ｏ
　
税
法
上
の
特
典
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

四
十
四
年

一
月

一
日
以

後
に
取
得
し
た
ｔ
地
な
ど

を
届
け
出
を
し
な
い
で
譲

渡
す
る
と
、
事
業
所
得
税

や
法
人
税
の
課
税
の
特
例

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

「
り‐‐‐
出
書
」
は
役
場
企

画
課
に
準
備
し
て
あ
り
ま

す
。
記
載
要
領
な
ど
詳
し

く
は
お
――ｌｌ
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
家
族
づ
れ

で
に
ぎ

わ
う

高
森
保
育
園
の
バ
ザ
ー

長
い
列
が
で
き
、
父
母
た

ち
は
汗
だ
く
で
注
文
を
さ

ば
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
収
益
は
、
速

足
の
バ
ス
代
や
遊
共
の
購
入
な
ど
に
充

て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

園
児
の
作
品
に
見
入
る
家
族
づ
れ

高
森
保
育
園
保
護
者
会

（津
留
明
義

会
長
、
百
人
）
ｔ
催
の
バ
ザ
ー
が
、
三

月
二
十

一
日
午
前
十
時
か
い
開
か
れ
、

春
の
日
ざ
し
に
誘
わ
れ
て
、
家
族
づ
れ

な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

園
内
の
各
教
室
に
は
、
家
庭
か
ら
持

ち
寄

っ
た
子
供
服
や
オ
モ
チ
ャ
の
即
売

コ
ー
ナ
ー
や
、
ぜ
ん
ざ
い
、
く
し
だ
ん

ご
、
五
日
ご
は
ん
な
ど
の
軽
食

コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
早
く
か
ら
繁
盛
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
園
児
の
作
品
も
展

示
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
筆
立
て
、
は

り
絵
、
紙
人
形
な
ど
の
力
作
に
感
心
し

て
い
ま
し
た
。

一
方
、
外
の
綿
菓
子
、
焼
き
そ
ば
に

は
人
気
が
集
中
、
特
に
焼
き
そ
ば
に
は
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仕事にがんばって
==就職者激励会 =ニ

7人が一足早 く社会人

学
校
を
卒
業
し
た
後
、
就
職
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
中
学
生
の
激
励
会

が
二
月
七
日
午
前
十

一
時
か
ら
、
南
阿

蘇
国
民
休
暇
村
で
開
か
れ
ま
し
た
。

香
典
返
し
に
テ
ン
ト
贈
る

草

村

企

業

の
草

村

照

さ

ん

こ
の
ほ
ど
、
草
村
企
業
の
草
村
照
さ

ん

（５３
、
高
森
、
昭
和
）
か
ら
テ
ン
ト

六
張
り
を
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
テ
ン
ト
は
草
村
さ
ん
が

「
各
種

の
行
事
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
母
、

亡
池
田
ツ
マ
さ
ん

（高
森

・
村
山
）
の

香
典
返
し
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
、

縦
四
ソ
、
横
六
材
の
組
み
立
て
式
。

こ
れ
ま
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
各
種

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
く
際
、
学
校
か

ら
テ
ン
ト
を
借
り
る
な
ど
、
不
便
な
思

い
を
し
て
い
た
だ
け
に
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
で
は

「今
後
は
大
き
な
大
会
に

も
十
分
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
草
村
さ
ん
の
厚
意
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。な

お
、
地
区
の
行
事
な
ど
で
、
テ
ン

ト
が
必
要
な
と
き
は
、
町
民
課
福
祉
第

一
係
に
お
中
し
出
い
た
だ
く
と
、
可
能

な
限
り
貸
し
出
す
こ
と
に
し

て

い

ま

す
。

●

就職者を囲んで記念撮影

一
足
早
く
社
会
に
旅
立
つ
若
者
を
励

ま
そ
う
と
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
も

の

で
、
瀬
井
町
長
、
野
尻
中
学
校
五
人
、

草
部
北
部
中
学
校

一
人
の
就
職
者
、
両

校
の
校
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

本
町
自
慢
の
風
景
、
根
子
岳
を
バ
ッ

ク
に
全
員
で
記
念
写
真
撮
影
を
し
た
後

中
食
会
に
移
り
ま
し
た
。
瀬
井
町
長
が

「就
職
し
て
も
、
あ
る
さ
と
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
仕
事
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
機
会
を
見
つ
け
て
勉
学

に
励
ん
で
は
し
い
」
と
激
励
、　
一
人

一

人
に
記
念
の
ア
ル
バ
ム
を
贈

り

ま

し

た
。
出
席
し
た
生
徒
た
ち
も

「早
く

一

人
前
の
社
会
人
に
な
る
よ
う
努
力
し
ま

す
」
と
応
え
、
将
来
の
夢
や
希
望
を
語

り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

生
徒
の
就
職
先
は
、
熊
本
市
の
九
州

Ｎ
Ｅ
Ｃ
や
、
愛
知
県
の
ト
ヨ
タ
車
体
な

ど
で
す
が
、
出
席
し
た
子
供
達
は

「
心

の
こ
も
っ
た
激
励
会
に
感
激

し

ま

し

た
。
今
後
も
後
輩
の
た
め
に
こ
の
よ
う

な
催
し
を
続
け
て
」
と
生
徒
を
送
り
出

す
こ
の
催
し
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

母
校
を
忘
れ
な
い
よ
う

草
北
中
に
卒
業
記
念
碑
完
成

メ
ル
で
仕
上
げ
た

立
派
な
も
の
。

記
念

碑

を
前

に
、
生
徒
た
ち
は

「学
校
が
統
合
さ

れ
た
ら
車
部
北
部
中
学
校
の

次

に

「

跡
」
の
字
を
皆
で
彫
ろ
う
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

完
成
し
た
卒
業
記
念
碑

草
部
北
部
中
学
校

（小
松
秀
隆
校
長

二
十
七
人
）
の
プ
ー
ル
更
衣
室
前
に
、

こ
の
ほ
ど
学
校
名
を
彫
っ
た
卒
業
記
念

碑
が
完
成
し
ま
し
た
。

十
人
の
卒
業
生
は
、
学
校
統
合
が
進

め
ら
れ
て
い
る
母
校
を
い
つ
ま
で
も
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
、
校
碑
を
作

る
こ
と
を
決
め
た
も
の
で
、
石
は
父
母

の
協
力
で
町
内
の
石
材
店
か
ら
譲
り
受

け
た
も
の
。
担
任
の
前
田
先
生
の
指
導

で
二
月
か
ら
製
作
に
取
り
か
か
り
、
電

気
ド
リ
ル
や
石
の
み
、
そ
れ
に
彫
刻
刀

を
使
っ
て
文
字
を
彫
り
ま
し
た
。

完
成
し
た
記
念
碑

は
、　
縦

四
十
五

考
、
横
八
十
五
方
の
灰
石
、
ブ
ロ
ッ
ク

製
の
台
座
の
上
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、

学
校
名
の
下
に
担
任
の
先
生
、
製
作
し

た
生
徒
の
名
前
を
彫
り
、
金
色
の
エ
ナ

草
村
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
た
テ
ン
ト

町
職
員

一
部
異
動

町
は
四
月

一
日
付
で
職
員
の
異
動
発

令
を
行
な
い
ま
し
た
。

▽
総
務
課
長

（町
民
課
長
）
岩
下
美
智

夫
　
▽
町
民
課
長

（草
部
出
張
所
長
）

後
藤
万
蔵
　
▽
草
部
出
張
所
長

（野
尻

出
張
所
長
）
熊
谷
征
男
　
▽
野
尻
出
張

所
長

（税
務
課
長
）
赤
星
昭
生
　
▽
税

務
課
長

（総
務
課
長
）
岩
下
時
雄
　
▽

草
部
保
育
園

（色
見
保
育
園
）
沼
田
洋

子
　
▽
草
部
北
部
保
育
園

（野
尻
保
育

園
）
熊
谷
優
子
　
▽
野
尻
保
育
園
―
古

庄
美
幸
　
▽
河
原
保
育
園
―
野
尻
さ
お
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